
2 4.治山計画における危険度判定技術

1. 試験担当者

北海道支埸縁営部治山研究室長 遠藤泰造はか

2. 試験目的

道内国有炼の治山事業の効果的投野を計るため作州！形,地賛.降雨策の分布,退去および現在 

の荒廃情況,林況•気象などの諸耍Sと山地砌との衆的関係を統計的忙解析し,治山計面のさ 

いの流域別の使先度判定の方法を確立する。

3(昭和4 4年度の経過とえられた結果

t山崩れの発生誘因のなかで,もっとも作用度の強い雨氷因子と山崩れの発生との関係を・欲的な 

面から考察した。その結果,a )山崩れを起す南强の分布は平方根正規型の分夫をする。

b )山崩れ,がけ烟れ,土砂崩れの発生件数の9 5务は,日雨策が2 〇布以上の時に起きてい 

る。c )山崩れなどの発生は,そのほとんどが雨の日かまたはその直後作起きている。などを 

確あできた。

2.山崩れの1つの因子である土壇の深さについて,その分将を検肘した。

4.昭和4 5年度の試験叶画

1. 既存の資料を用いて,危険鹰判定技術の方法について検討する。

2. 道内各局の治山計画の実態辭査を行ない,現行の予防保全の計面を把握する。

2 5.ポット造林技術

L試験担当者

本堵造林部造林第一研究室

北海道支蜀造林部造林をー硏究室

〃 〃士しょう研究室

森 徳典ほか

菊(0信吾

真田 勝

2.試験目的

国有林に於ては,4 〇年度よりポッ 卜育苗,钵付苗造林を事業灾^のかたわら試験的にとりあ

げてぎており,一部では夹甲化試験を行なって送次鹿樂化を検討中の段附である。そこでこihら 

ポット造林行おけるnw点の解明を行ない,各地域の条件は透したポブト育苗,鉢付苗梏林方法 

を究明する。

3昭和4 4年度の経過とえられた結果

〇 本 埸

実施絳過

1. スギ,ヒノキをブラスチックポアトに直播きし,試験用苗木の瑶成

2. 季節的植栽就験のため,上记響苗苗木を一部林地H植裁

結 果

直播苗を眷苗する場合,符苗率を商めるためには,無苗ポフトが出ないよう若干頓稲量を多 

め也するとともに,兩滴,水分管理忙充分注意を払う必要がある〇

直播苗はその性質上,小苗造林となるため,林床植生繁茂の若しし、ようなところでは不適当 

である〇苗木の生畏は導通の推苗法にくらべてやや劣るようである。また,苗木が不揃になり 

やすい加向も若干みられた。

0膈道支場

4 5年度は旭川,帯広各営林局寿内の造林址の実慫典秀を実擒したその結果では,活着状況 

については良好であったが,生長関係では期待された程の結果ではなく育苗又は植栽における 

幾つかの問題点をみいだすこととなりa a弟度はそれらの剛a点について追求した〇その項目 

は次の3点である。

t ボット鉢付苗の水分および肥料分•流亡に明する邮杳(支場構内苗畑)
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2.用土別ボット育苗試験(夕張営林署との共同我験)

5.ボブト鉢付苗械栽時职試琰(夕張営林編との共眼験)

1は,ポ ハ 背苗の基礎試験として水分管羿と苗木の生粉状熊および肥料分の流亡を知るた 

めにポット内の含水Jftを3 0 , 4 0 , 5 0 ¢との3段陪として育苗をおこなった。其の結果肥 

料分の流亡については理在整理中であって生育関係においては含水拍4 〇佑が砌であった。

2.5については,造林地に植栽したので本年度(4 5牟)生興期の訓奔によって結果が簡 

られるものと考えている〇

4.昭和4 5年度の試跋が画

。本 埸

季節另曲fl栽武験のため,前年度に屮続いて,4月から12月まで毎月スギ3 6 〇本,ヒノキ 

560本づつ檳找を実行すろ。

春季植栽分の活着と生畏調斉

〇 北海适支場

1. ポクト鉢村苗木は珍华に伴う根のぜ新の度合により根の再生あるいは生長が根形によって 

異なることが予想される。よって根形の異なる苗木を同一方法て.根を切断して.それKよっ 

て生ずる再槌の状態と生步との関係について調杳をおこない,ポッbWffiKおける根形と切 

断との関係を究明する(支鴻構内苗炮)

2. 前年度の継続就験である用士另I爪1苗試酸盜びに植我時舞)試験(夕張営林署との共同試・騎) 

の詡奔

5.ポット鉢付造林が試験的に実麹されてから本您で5ケ住を好過しているのでそれ等の植戒 

地の生長鮮過の灾態について歓ヶ所の郃杏を実施する(増川•帝広局曾内)
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2 6•林地肥培

t試験担当者

本場土じょう鄒士じょう肥料研究室長 告 本 衛 ほか

北海道支担造林部土じXう研究室長 原 田 洸 ほか

東北支場な林部背休第三研究定長 藤 田桂 治 ほか

関西支場宥林葡土じょう所究室長 河 Bi 弘 ほか

四国支場土じょう研究室 岩 川雄 幸 ほか

九州支期林部土じょう研究室長 協 孝 介 ほか

2•試験目的

林地肥培の基礎として禾要な森林の後分耕済を獐分吸収说の鄂秀,麥分很顏率の調杏などを通 

じて明らかにし,これらの基撤の上に立って肥培効果の把握と解析をおこない,合理的な肥培技 

術を砲立し,その体系化をはかり,もって森林生産力増强に??することを目的とする。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本 規

・落水耕により春分供給景と生塵排との関係をしらべー定の数式で表現されることが推定さ

れた〇

大型の水费装僧によりスギ8年生幼木の水耕ができるようになった。

水分段階をかえた土耕で«掬肥効釆が土埃水分«よりことなることが明かにされた。

幼会時がらの施肥林分の生長羅谓を明かにし土埋型や斜面上の位僦により胆効がことなるこ

とを明かにした〇

成木林の肥培について,施肥後2 ～ 3髭経過して材積成長の増大がはじまることが試験址の 

測定結果から知られた。

落葉採取を行なったアカマツ林では,これをやめると1〇生で,土埸の斑度がいちじるしく 

游少するが,終肥!Cよるち神いはなかった。

広强樹林の施鷹は効果・が胸高断面積合計にあらわれている。

〇北海道支塲

岩見沢世林缎皆内の淮草剤,肥料の紺み合わせによる下刈期間短縮試験」では•柩機査・
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